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2022年度版

令和元年度より「定住外国人向け」の公共職業訓練を受託し、実施している。

外部より委託を受けて行うこともある（外部とは、個人または公的機関が多い）

さまざまなイベントや事業計画することで同法が集まり、情報交換したりリフレッシュできる場として機能している。

様々なイベントや事業の中で、折に触れて生活安全について情報提供、啓発活動を行っている。

所在地（住所）

４３２－８０２１

通訳・翻訳

文化庁より「生活者としての外国人」のための日本語教育事業を受託、また浜松市より「地域日本語教育の総

合的な体制づくり推進事業」の再委託を受けて、実施している。

小中学生向けに学習支援を実施している（（公財）浜松国際交流協会HICE委託「ハロハロ教室」）。ま

た、中学生や学齢期超の子どもに、高校進学のための作文や面接の指導を行っている。

就労

団体名

特定非営利活動法人フィリピノナガイサ

静岡県浜松市中区佐鳴台３－５２－２３

日本語学習

子ども・育児

電話番号・メールアドレス

080-4308－8380（タガログ語）／090₋9175₋8380（日本語）

filipinonagkaisa@yahoo.co.jp
https://filipinonagkaisa.org/about-us/

有償サービスの場合は、内容について簡

単に記入ください。
※☑を付けた分野に関する団体の活動や経験についてご記入ください。

女性

代表理事　中村グレイス・松本義一

代表者

その他、活動内容については当法人のホームページ（https://filipinonagkaisa.org/about-us/）をご覧ください。

団体概要
1994年、日本人と結婚したフィリピン人女性たちが日本の言葉、文化、ルール、慣習がわからなかったので、助け合うために設立した有志団体であった。近年はその女性たちが

呼び寄せた子どもや、日系人家族、日本で生まれ育った子どもたちが集まるようになった。また、市内に増加傾向にあるフィリピン人と接する機会が増えた日本人が会員として在

籍し、活動したり支援したりしてくれている。2012年にはNPO法人へ移行し、現在に至る。定款には「浜松市およびその近郊に暮らす在住フィリピン人に対して生活支援・社会

教育活動を通じて日本人住民との相互理解を深めることを促し、自立・共生社会実現を目指すことを目的とする」とある。なお、団体名称の「ナガイサ」はタガログ語で「団結」と

いう意味で、「仲間とともに助け合ってがんばろう」という思いが込められている。

活動対応分野（該当するものに☑）
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